
＜アンケートから見えてきた課題＞
○

○

一人一人の活動の保障
・

○ 操作的な活動
○ 体験的な活動

話合い活動の充実
・

教員間の連携
・

少人数指導により、きめ細かな指導ができているが、教師の指導力の向上や授業改善にはつながっていない。

学習意欲の向上や学習規律の確保はできているが、知識・技能を活用し課題解決を図る力の育成には至っていない。

一斉指導
操作的な活動や体験的な活動を取り入れ、一人一人の考
える時間を確保する。集団思考に生かすため、ここで学習
状況をしっかりと見取る。

ペア学習やグループ学習などで自分の考えを説明したり、
互いの考えを深めたりする活動を多く取り入れる。

ペア学習

平成２７年１月実施「ぐんま少人数クラスプロジェクト」に関する調査結果の概要①（調査対象校　小学校320校・中学校166校）

グループ学習

習熟度別学習
算数では「単元の導入で２学級一緒に授業をし、ＴＴで役割
分担をしながらきめ細かく見取る」「学級の枠を変更した習
熟度別学習を取り入れ、実態に応じた指導をする」など、各
学年の教員で協力しながら授業を進める。

「さくらプラン・わかばプラン」

70%
52%

75%
62%

86%
60%

中1

小３・４

小１・２

体験的な活動や話合い活動を授業に取り入

れ、一人一人の活動を増やすことができた。

55%
27%

46%
25%

54%
27%

中1

小３・４

小１・２

教材研究が充実し、指導力の向上を図

ることができた。

85%
60%
67%

49%
74%

53%

中1

小３・４

小１・２

教員間の連携が図られ、組織的な指

導体制の充実を図ることができた。

60%

50%

69%

60%

81%

60%

中1

小３・４

小１・２

発言内容やノートの整理が充実してきてい

る。

30%

15%

39%

16%

43%

21%

中1

小３・４

小１・２

身に付けた知識･技能を積極的に活用

している。

教師の指導面

児童生徒の学習・生活面

基礎学力「おおむね満足できる状況の学校（■）」と「十分満足できる状況の学校（■）」の回答の

割合を比べると以下の項目に大きな差が見られます。

体験的な活動や話合い活動を授業に取り入れ、

一人一人の活動を増やすことができた。

教材研究が充実し、指導力の向上を図ること

ができた。
教員間の連携が図られ、組織的な指導体制

の充実を図ることができた。

発言内容やノートの整理が充実してきている。 身に付けた知識・技能を積極的に活用

している。

さくらプラン・わかばプランで大切にしたいこと

一人一人の活動の保障、きめ細かな見取りと支援で学力ＵＰ！
ＣＲＴ学力検査 国語１０１→１０６、算数９６→１０８に向上

ＰＯＩＮＴ

少人数での

きめ細かな見取り

 一人一人が自分の考え

を説明する活動

 考えを深める話合い活

動

 教員間で連携を図り、

学習状況に応じた指導

指導に生かす

＜教師の取組＞

 体験的な活動や話合い活

動を取り入れる。

 教材研究を充実させる。

 教員間の連携を図る。

＜児童生徒の変容＞

 発言内容・ノートの充実

 知識・技能の活用

今までは、少人数なので一人一人に時間をかけて指導することを大切にしてきました。校内研修を通して、

見取ったことをグループ学習に生かすことで、話合い活動が充実し、子どもたちの理解がより深まることに

気付きました。同じ学年の先生と教材研究をし、話合い活動を取り入れた授業を同一歩調で行えるよう研修

を進めています。 （Ａ小学校 研修主任）



＜アンケートから見えてきた課題＞
○

○

校時表の工夫 授業研究会の工夫

・ 学力向上委員会や教科部会を校時表に位置付ける。 ・

・ 相互授業参観（OJT)を校時表に組み入れる。

【第６学年の例】 ・ 国語と社会は該当教科の免許をもつ教員が担当する。

国 社 図 家 体 … ・

Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ

Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ ・

Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｃ

※特：学力向上特配教員（学力向上コーディネーター） ・ 理科は、専科教員が「個別の実験」を多く取り入れた指導をする。

２組 Ｂ教諭 Ｃ・特 理専 音専

３組 Ｃ教諭 Ｃ・特 理専 音専

理専 音専

学力向上特配教員が、担任外で学力向上コーディネーターとなり、全
体的な計画の立案や教科担当制の調整をする。

ほとんどの学校で学力向上特配教員を少人数指導やＴＴに活用しているが、学力向上の効果には差がある。
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小学校では、理科や音楽では教科担当制が進んでいるが、ほかの教科はまだ少ない。

参観授業の視点（子ども・教師・教材）を決め、視点ごとに協議し、
授業研究を深める。

学級 担任 算 理 音 算数はＣ教諭と学力向上特配教員で、１クラスを２つに分けた少人数
指導を行う。１組 Ａ教諭 Ｃ・特

教師の指導面

児童生徒の学習面

26%

11%
打合せの時間を校時表に位

置付けている

95%

75%
教材の整理やデータ管理をし

ている

78%

56%
発言の内容やノートの整

理が充実してきている 56%

27%
身に付けた知識･技能を

積極的に活用している
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29%
19%
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11%

理

科
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数

国

語

教科担当制実施校（小学校）

「学力向上特配教員」

教材の整理やデータ

管理をしている。（小・中）

打合せの時間を校時表に

位置付けている。（小・中）

発言の内容やノート

の整理が充実してき

ている。（小・中）

身に付けた知識･技能

を積極的に活用してい

る。（小・中）

学力向上特配教員の活用で大切にしたいこと

教科担当制実施校（小学校）

学力向上委員会の活性化による組織的な取組の推進で、指導力ＵＰ！

５教科の実力テストの平均２９０点→３１２点に向上

ＰＯＩＮＴ

教師の専門性を生かした教科担当制の導入で、学力ＵＰ！

ＣＲＴ学力検査 国語１００→１０８、算数９８→１０５、理科１０１→１１２に向上

ＰＯＩＮＴ

学力向上委員会や教科部会を校時表に位置付けたため、学力向上コーディネーターとして計画的に対応す

ることができました。学年を超えて教科で共通理解を図りながら授業を進められるよう調整しています。ま

た、参観授業の視点を決めたことで、専門教科でなくても研究会で発言できる人が増え、協議が深まってい

ます。教員の一体感が出て、生徒たちも変わってきています。 （Ｂ中学校 学力向上コーディネーター）

到達目標「おおむね達成した学校（■）」と「十分満足達成した学校（■）」の回答の割合を比べると

以下の項目に大きな差が見られます。

＜教師の取組＞

 学力向上計画の実行に向け

て、学力向上委員会や教科部

会の打合せ時間を確保する等

の具体的な調整を行う。

 授業実践での検証データに基

づき、効果的な教材や資料を

整理している。

 小学校では教科担当制を導入

する。

＜児童生徒の変容＞

 発言内容・ノートの充実

 知識・技能の活用

教科担当制をやってみて、はじめは違和感がありましたが、教材研究をする教科が少なく、教材研究の質が

高まりました。同じ授業を何回か行うことで自分の授業力を高めることができました。学力向上コーディネー

ターが毎週の時間割の調整をしてくれ助かっています。 （Ｃ小学校 学年主任）

国

語

算

数

理

科


